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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
都
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幸
多
き
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
昨
夏
、
約
１
カ
月
に
わ
た
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

東
京
２
０
２
０
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
１
年
延
期
、

そ
し
て
多
く
の
会
場
を
無
観
客
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た

感
染
防
止
対
策
の
下
で
開
催
さ
れ
、
歴
史
に
残
る
祭
典
と

な
り
ま
し
た
。
東
京
都
議
会
は
、
こ
の
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

を
継
承
し
、
多
様
性
溢あ

ふ
れ
る
共
生
社
会
を
実
現
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
一
方
、
全
世
界
に
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、

都
民
の
暮
ら
し
や
東
京
の
経
済
・
雇
用
は
深
刻
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
都
議
会
に
お
い
て
も
、
50
回
以
上
に
わ

た
っ
て
東
京
都
議
会
災
害
対
策
連
絡
調
整
本
部
会
議
を
開

催
し
、
知
事
に
対
し
て
都
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
質
疑

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
都
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
や
社
会
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
、
新

た
な
変
異
株
の
発
生
等
に
よ
り
感
染
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
第
六
波
へ
の
備
え
と
基
本
的
な
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
都
民
生
活
へ
の
支
援
や
経
済

の
再
生
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
都
民
の
意
識
や
生
活
ス
タ

イ
ル
が
大
き
く
変
わ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
非

対
面
・
非
接
触
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
構
造
改
革
を
促
し
、
都

や
提
言
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
感

染
再
拡
大
の
防
止
や
落
ち
込
ん
だ
経
済
の
立
て
直
し
な
ど
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
取
組
を
加
速
さ
せ
、
都
民
に
と
っ
て
よ

り
良
い
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
激
甚
化
す
る
風
水
害
や
高
い
確
率
で
発

生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
な
ど
、
防
災
危
機

管
理
対
策
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
都
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
都
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
都
市
イ
ン
フ

ラ
の
耐
震
化
や
実
践
的
な
防
災
訓
練
な
ど
、
防
災
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
、
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組
な
ど
も
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
都
民
の
代
表
と
し
て
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
都
議

会
は
、
執
行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
を
積
み
重
ね
、
皆
様

の
声
を
都
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
議
長
と
し
て
、
都
議
会
の
使
命
と
責
任
を
強
く
自

覚
し
、
都
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

民
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
都
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
感
染
防
止
を
図
り
つ
つ
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
新
た
な
社
会
づ
く
り
の
取
組
を
後
押
し

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
国
内
で
は
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、

温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
都
に
お
い
て
も
、
都
民
や
事
業
者
等
の
理

解
を
得
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
来
る
べ
き
人
口
減
少
期
に
お
け
る
成
熟
型

の
都
市
と
し
て
、
更
に
東
京
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
や
、
高
齢
者
が
元
気
に
心
豊
か

に
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
、
子
供
の
学
び
や
育
ち
を
社

会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
都
政
の
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
副
議
長
と
し
て
、
こ
う
し
た
課
題
の
克
服
に
向
け

て
、
議
会
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
議
長

を
補
佐
し
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。　

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

六道山公園の展望塔から望む初日の出（瑞穂町）六道山公園の展望塔から望む初日の出（瑞穂町）

☆わが会派　今年の抱負

☆都議会提供テレビ番組のお知らせ
☆「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは
☆会派等構成の変更

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

本
橋
ひ
ろ
た
か

東
京
都
議
会
副
議
長	
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
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す

都
議
会
議
員

都
議
会
議
員

一
覧
一
覧
（
会
派
等
別
）

（
会
派
等
別
）

令
和
３
年

令
和
３
年
1212
月
１
日
現
在

月
１
日
現
在

山や
ま

加か 

朱あ
け

美み

（
練
馬
区
）

◎
財
政

ほ
っ
ち 

易や
す

隆た
か

（
足
立
区
）

○
文
教
、
コ
対

政
務
調
査
会
長
代
行

松ま
つ

田だ 

康や
す

将ま
さ

（
板
橋
区
）

○
経
港

や
ま
だ
加か

奈な

子こ

（
北
区
）

△
厚
生
、議
運
、コ
対

副
幹
事
長

早は
や

坂さ
か 

義よ
し

弘ひ
ろ

（
杉
並
区
）

総
務

小こ

宮み
や�

あ
ん
り

（
杉
並
区
）

厚
生
、
◎
議
運

幹
事
長

総
務
会
長

柴し
ば

﨑ざ
き 

幹み
き

男お

（
練
馬
区
）

都
市
、
○
議
運

土つ
ち

屋や 

み
わ

（
世
田
谷
区
）

文
教

宇う

田だ

川が
わ�

聡さ
と

史し

（
江
戸
川
区
）

△
警
消
、
△
議
運

政
務
調
査
会
副
会
長

西に
し

山や
ま   

賢
ま
さ
る

（
八
王
子
市
）

環
建

伊い

藤と
う

し
ょ
う
こ
う

（
八
王
子
市
）

△
財
政
、
オ
リ

清し

水み
ず 

孝こ
う

治じ

（
立
川
市
）

文
教
、
オ
リ

鈴す
ず

木き 

錦き
ん

治じ

（
府
中
市
）

○
都
市

総
務
会
長
代
行

星ほ
し   

大だ
い

輔す
け

（
町
田
市
）

環
建

副
幹
事
長

磯い
そ

山や
ま   

亮
り
ょ
う

（
小
平
市
）

経
港

平ひ
ら

田た

み
つ
よ
し

（
葛
飾
区
）

総
務

こ
い
そ　

明
あ
き
ら

（
南
多
摩
）

◎
公
企

本も
と

橋は
し�

た
く
み

（
北
多
摩
第
二
）

経
港

林は
や
し　

あ
き
ひ
ろ

（
北
多
摩
第
三
）

△
都
市

渋し
ぶ

谷や

の
ぶ
ゆ
き

（
北
多
摩
第
四
）

都
市

三み

宅や
け 

正ま
さ

彦ひ
こ

（
島
部
）

財
政
、
コ
対

政
務
調
査
会
副
会
長

田た

村む
ら 

利と
し

光み
つ

（
西
多
摩
）

△
環
建

三み

宅や
け 

し
げ
き

（
世
田
谷
区
）

警
消

髙た
か

島し
ま 

な
お
き

（
足
立
区
）

警
消
、
◎
オ
リ

総
務
会
副
会
長

浜は
ま

中な
か

の
り
か
た

（
西
東
京
市
）

厚
生

増ま
す

子こ�

ひ
ろ
き

（
文
京
区
）

警
消
、○
議
運

幹
事
長

平た
い
らけ
い
し
ょ
う

（
千
代
田
区
）

△
都
市

保ほ

坂さ
か

ま
さ
ひ
ろ

（
台
東
区
）

公
企

成な
り

清き
よ�

梨り

沙さ

子こ

（
墨
田
区
）

公
企

白し
ら

戸と 

太た

朗ろ
う

（
江
東
区
）

◎
文
教
、
オ
リ

伊い

藤と
う 

ゆ
う

（
目
黒
区
）

環
建
、○
コ
対
、△
オ
リ

政
務
調
査
会
長
代
理

も
り   

愛あ
い

（
大
田
区
）

文
教
、
△
コ
対

福ふ
く

島し
ま�

り
え
こ

（
世
田
谷
区
）

○
総
務

森も
り

口ぐ
ち�

つ
か
さ

（
新
宿
区
）

○
財
政

総
務
会
長
代
理

入い
り

江え 

の
ぶ
こ

（
港
区
）

経
港
、
議
運
、
オ
リ

田た

の
上う

え

い
く
こ

（
江
戸
川
区
）

経
港

政
務
調
査
会
長
代
理

山や
ま

田だ�

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

都
市

尾お

崎ざ
き 

大だ
い

介す
け

（
北
多
摩
第
三
）

警
消

関せ
き

野の

た
か
な
り

（
北
多
摩
第
一
）

△
環
建

石い
し

川か
わ 

良り
ょ
う

一い
ち

（
南
多
摩
）

財
政

清し

水み
ず 

や
す
こ

（
西
多
摩
）

総
務
、
オ
リ

幹
事
長
代
理

桐き
り

山や
ま�

ひ
と
み

（
西
東
京
市
）

△
厚
生
、
議
運
、
コ
対

菅す
が

原わ
ら 

直な
お

志し

（
日
野
市
）

厚
生
、
コ
対

藤ふ
じ

井い�

あ
き
ら

（
町
田
市
）

総
務
、
議
運
、
コ
対

内う
ち

山や
ま 

真し
ん

吾ご

（
昭
島
市
）

△
文
教

政
務
調
査
会
長

小こ

山や
ま

く
に
ひ
こ

（
府
中
市
）

△
警
消
、
○
オ
リ

森も
り

村む
ら 

隆た
か

行ゆ
き

（
青
梅
市
）

○
公
企
、
コ
対

鈴す
ず

木き   

純
じ
ゅ
ん

（
台
東
区
）

環
建

川か
わ

松ま
つ�

真し
ん

一い
ち

朗ろ
う

（
墨
田
区
）

△
総
務
、○
コ
対
、△
オ
リ

山や
ま

﨑ざ
き 

一い
っ

輝き

（
江
東
区
）

△
経
港
、△
議
運
、○
オ
リ

鈴す
ず

木き

あ
き
ま
さ

（
大
田
区
）

◎
総
務

吉よ
し

住ず
み�

は
る
お

（
新
宿
区
）

（
港
区
）

（
中
央
区
）

財
政

副
幹
事
長

政
務
調
査
会
副
会
長

菅か
ん

野の 

弘こ
う

一い
ち

○
公
企
、
◎
コ
対

石い
し

島じ
ま 

秀ひ
で

起き
公
企

あ
か
ね
が
く
ぼ
か
よ
子こ

（
杉
並
区
）

△
総
務

本も
と

橋は
し

ひ
ろ
た
か

（
豊
島
区
）

都
市

た
き
ぐ
ち�

学が
く

（
荒
川
区
）

環
建

お
じ
ま�

紘こ
う

平へ
い

（
練
馬
区
）

◎
厚
生

村む
ら

松ま
つ 

一か
ず

希き

（
練
馬
区
）

△
公
企
、
議
運

米よ
ね

川か
わ�

大だ
い

二じ

郎ろ
う

（
葛
飾
区
）

財
政

後ご

藤と
う 

な
み

（
足
立
区
）

○
経
港

龍り
ゅ
う

円え
ん�

あ
い
り

（
渋
谷
区
）

文
教

総
務
会
長

荒あ
ら

木き�

ち
は
る

（
中
野
区
）

○
警
消
、
△
議
運

幹
事
長
代
行

古こ

城じ
ょ
う�

ま
さ
お

（
新
宿
区
）

都
市
、
コ
対

副
政
務
調
査
会
長

小こ

松ま
つ 

大だ
い

祐す
け

（
世
田
谷
区
）

○
厚
生
、議
運
、△
コ
対

政
務
調
査
会
長

33人33人

東
京
都
議
会

東
京
都
議
会

自
由
民
主
党

自
由
民
主
党

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

東
京
都
議
団

東
京
都
議
団

31人31人

都
議
会
公
明
党

都
議
会
公
明
党

23人23人

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

政
務
調
査
会
長
代
行

副
政
務
調
査
会
長

幹
事
長
代
行

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

副
政
務
調
査
会
長

総
務
会
長
代
行

所属している委員会の略称説明（◎委員長　○副委員長　△理事）
�常任委員会／総務…総務委員会、財政…財政委員会、文教…文教委員会、都市…都市整備委員会、厚生…厚生委員会、経港…経済・港湾委員会、環建…環境・建設委員会、
公企…公営企業委員会、警消…警察・消防委員会　　議運…議会運営委員会　　特別委員会／コ対…新型コロナウイルス感染症対策特別委員会、オリ…オリンピック・パラリンピック特別委員会
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ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中な
か

嶋じ
ま 

義よ
し

雄お

（
北
多
摩
第
三
）

警
消

議
員
団
長

原は
ら  

の
り
子こ

（
北
多
摩
第
四
）

総
務
、
コ
対

藤ふ
じ

田た

り
ょ
う
こ

（
大
田
区
）

厚
生
、
コ
対

里さ
と

吉よ
し 

ゆ
み

（
世
田
谷
区
）

○
環
建
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理
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△
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ま
り
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△
公
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、
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お
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問
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く

手て 

ゆ
う
子こ
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あ
ぜ
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み
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子こ
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港
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運
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白し
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み
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川
区
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生
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議
運

政
策
調
査
会
長
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ヤ
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リ
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ー
ン
な
東
京
）    

1人1人
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所
属

（
都
議
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活
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ッ
ト
ワ
ー
ク
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（
都
議
会
生
活
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ッ
ト
ワ
ー
ク
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1人1人

上う
え

田だ 

令れ
い

子こ

（
江
戸
川
区
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厚
生

漢か
ん

人ど 

あ
き
こ

（
小
金
井
市
）

環
建

岩い
わ

永な
が 

や
す
代よ

（
北
多
摩
第
二
）

公
企

阿あ

部べ 

祐ゆ

美み

子こ

（
品
川
区
）

経
港

政
務
調
査
会
副
会
長

西に
し

崎ざ
き 

つ
ば
さ

（
目
黒
区
）

総
務
、
コ
対

斉さ
い

藤と
う 

り
え

（
大
田
区
）

文
教

山や
ま

口ぐ
ち   

拓た
く

（
世
田
谷
区
）

公
企
、
議
運
、
△
コ
対

総
務
会
長

風か
ざ

間ま 

ゆ
た
か

（
世
田
谷
区
）

△
文
教

政
務
調
査
会
副
会
長

須す

山や
ま 

た
か
し

（
八
王
子
市
）

○
環
建

酒さ
か

井い 

大だ
い

史し

（
立
川
市
）

○
警
消

団
長 藤ふ

じ

井い

と
も
の
り

（
練
馬
区
）

△
総
務
、
オ
リ

政
務
調
査
会
長
代
行

宮み
や

瀬せ 

英え
い

治じ

（
板
橋
区
）

◎
都
市

五い

十が

嵐ら
し 

え
り

（
武
蔵
野
市
）

財
政
、
オ
リ

中な
か

村む
ら�

ひ
ろ
し

（
三
鷹
市
）

財
政
、
議
運

政
務
調
査
会
長

竹た
け

井い 

よ
う
こ

（
小
平
市
）

都
市

池い
け

川が
わ 
友ゆ

う

一い
ち

（
町
田
市
）

○
財
政
、
オ
リ

政
策
調
査
副
会
長

清し

水み
ず�

と
し
子こ

（
日
野
市
）

経
港

（
東
京
維
新
の
会
）

（
東
京
維
新
の
会
）

中な
か

田だ 

た
か
し

（
渋
谷
区
）

△
経
港
、
コ
対

西に
し

沢ざ
わ�

け
い
た

（
中
野
区
）

警
消
、
△
議
運

幹
事
長

細ほ
そ

田だ�

い
さ
む

（
江
東
区
）

◎
経
港

副
幹
事
長

斉さ
い

藤と
う

や
す
ひ
ろ

（
目
黒
区
）

○
文
教

筆
頭
副
幹
事
長

伊い

藤と
う

こ
う
い
ち

（
品
川
区
）

○
厚
生
、
○
コ
対

か
つ
ま
た
さ
と
し

（
大
田
区
）

公
企

玉た
ま

川が
わ

ひ
で
と
し

（
大
田
区
）

経
港

た
か
く 

則の
り

男お

（
世
田
谷
区
）

財
政
、
オ
リ

高た
か

倉く
ら 

良り
ょ
う

生せ
い

（
中
野
区
）

経
港
、
△
議
運

政
務
調
査
会
長

ま
つ
ば
多た

美み

子こ

（
杉
並
区
）

○
総
務
、
議
運

政
務
調
査
会
長
代
行

関せ
き

口ぐ
ち 

健け
ん

太た
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う

（
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並
区
）

△
厚
生

尾お
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き�
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子こ
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北
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一
）
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区
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ら 
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か
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こ

（
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摩
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一
）
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し
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建
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（
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（
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（
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区
）

厚
生
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（
練
馬
区
）

△
公
企
、
△
オ
リ

筆
頭
副
政
務
調
査
会
長

う
す
い�
浩こ

う

一い
ち

（
足
立
区
）

厚
生

副
政
務
調
査
会
長

中な
か

山や
ま 

信の
ぶ

行ゆ
き

（
足
立
区
）

△
都
市

幹
事
長

東ひ
が
し

村む
ら 

邦く
に

浩ひ
ろ

（
八
王
子
市
）

△
警
消
、
○
議
運

大お
お

松ま
つ�

あ
き
ら

（
北
区
）

△
財
政

副
幹
事
長

加か

藤と
う 

雅ま
さ

之ゆ
き

（
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田
区
）

△
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建
、
△
コ
対
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共
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党
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共
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東
京
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議
会
議
員
団

東
京
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議
会
議
員
団
19人19人

東
京
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議
会

東
京
都
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会

立
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民
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立
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15人15人

無
所
属
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東
京
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（
東
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ら
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1人1人

副
幹
事
長

公
職
選
挙
法
の
お
知
ら
せ

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
が
、

選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
対
し
、
年

賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
。
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
都
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



て
も
、
市
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
脱
炭
素
に
向
け

て
、
率
先
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
格
差
や
貧
困
の
問
題
が

ま
す
ま
す
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
分
厚
い

中
間
層
を
復
活
す
べ
く
、
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
働

く
人
た
ち
の
処
遇
改
善
を
は
じ
め
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
推
進
な
ど
、
引
き
続
き
、
賃
金
ア
ッ
プ
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
格
差
は
子

育
て
世
帯
で
顕
著
で
す
。
学
校
給
食
の
無
償
化
や
給

付
型
奨
学
金
の
拡
充
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
育
て
世
帯

の
家
計
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
の
経
費
に
つ
い
て
、
私
た
ち

は
、
徹
底
し
た
赤
字
幅
の
圧
縮
と
経
費
の
全
体
像
や

詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
引
き
続
き
、
ム
ダ
を
な
く
し
、
命
、

暮
ら
し
に
直
接
か
か
わ
る
「
人
」
の
分
野
を
手
厚
く

す
る
。
そ
ん
な
暖
か
い
都
政
を
つ
く
る
た
め
に
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
的
な
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
私
た
ち
が
強
く
訴
え
た
無
観
客
で
の
開
催
を
は

じ
め
と
し
て
、
選
手
、
ア
ス
リ
ー
ト
、
大
会
関
係
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
こ
と
で
、
東
京
だ
か
ら

こ
そ
開
催
で
き
た
と
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
東
京

都
は
先
ん
じ
て
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
を
中
心
に
デ

ジ
タ
ル
化
を
強
く
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
も
、
都
は
国
よ
り
早
く
２
０
５

０
年
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
て

掲
げ
、
施
策
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
は
も
は
や
先
進
国
で
は
な
い
と
い
う
不
都
合

な
真
実
か
ら
目
を
背
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
批

判
ば
か
り
に
明
け
暮
れ
る
の
で
も
な
く
、
東
京
が
日

本
全
体
を
リ
ー
ド
し
な
け
れ
ば
日
本
全
体
が
沈
没
し

て
し
ま
う
と
い
う
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
、
都
政
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
第
六
波
を
抑
え
、
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、

社
会
経
済
活
動
の
再
生
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
一
人
一
人
の
人
を
中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ

ー
ン
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を

軸
と
し
て
、
東
京
、
そ
し
て
日
本
が
世
界
と
伍ご

し
て

い
く
た
め
の
課
題
解
決
を
実
現
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　
昨
年
は
、
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
変
異
株
の
急
拡

大
が
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
都
議
会
公
明
党
は
、

公
明
党
の
チ
ー
ム
３
０
０
０
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
で
、

現
場
の
声
を
集
約
し
、
通
算
53
回
４
３
４
項
目
（
９

月
末
）
の
知
事
へ
の
緊
急
要
望
を
行
い
、
施
策
化
を

進
め
ま
し
た
。
疲
弊
す
る
医
療
従
事
者
の
特
勤
手
当

の
大
幅
な
増
額
、
出
産
応
援
事
業
の
対
象
拡
大
、
国

の
給
付
金
の
対
象
か
ら
外
れ
る
企
業
の
上
乗
せ
・
横

出
し
支
援
に
加
え
、
感
染
が
広
が
る
若
者
な
ど
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
大
規
模
会
場
で
強
力
に
推
進
。
医

療
非
常
事
態
で
の
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
の
導
入
や
自

宅
療
養
者
の
容
態
急
変
時
の
受
入
搬
送
体
制
の
整
備

も
推
進
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
切
れ
目
な
い
総
力
戦

の
取
り
組
み
が
突
破
力
と
な
っ
て
、
都
の
感
染
拡
大

対
策
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
対
策
以
外
で
も
、
懸
案
の
東
京
都

こ
ど
も
基
本
条
例
を
公
明
党
が
主
導
し
、
全
会
一
致

で
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
学
生
の
奨
学

金
返
済
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
助
成
制
度
の
創
設
や

東
京
２
０
２
０
大
会
も
復
興
五
輪
の
旗
の
も
と
、
多

く
の
都
民
の
感
動
を
呼
ん
だ
大
成
功
の
大
会
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
も
ま
た
い
か
な
る
難
局

に
も
、
こ
の
突
破
力
を
さ
ら
に
高
め
て
、
都
民
に
喜

ば
れ
信
頼
さ
れ
る
都
政
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
京
都
は
今
年
７
月
ま
で
に
都
立
病
院
条
例
を
廃

止
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
都
民
の
い
の
ち
を
守
る
た
め

大
き
な
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
都
立
・
公
社
病
院
を

す
べ
て
、
新
し
く
設
立
す
る
独
立
行
政
法
人
の
運
営

に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
独
法
化
さ
れ
た
都
の

健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
は
病
床
が
大
幅
に
減
ら
さ

れ
、
国
立
東
大
病
院
は
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
が
１
日
最

高
23
万
円
の
超
高
級
特
別
病
室
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
感
染
症
や
障
害
者
医
療
な
ど
、
不
採
算
で
も
都
民

に
必
要
な
行
政
的
医
療
が
後
退
し
「
稼
ぐ
医
療
」
を

優
先
す
る
独
法
化
を
中
止
さ
せ
、
都
立
・
公
社
病
院

の
充
実
・
強
化
を
進
め
る
た
め
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
都
民
の
く
ら
し
、

中
小
事
業
者
の
営
業
へ
の
支
援
、
検
査
の
拡
大
、
保

健
所
の
増
設
・
拡
充
、
さ
ら
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や

気
候
危
機
対
策
も
急
務
で
す
。
昨
年
の
都
議
選
の
結

果
、
「
一
強
政
党
」
は
な
く
な
り
、
各
党
が
話
し
合

っ
て
議
会
運
営
や
条
例
制
定
を
進
め
る
動
き
も
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
都
議
団
は
１
議
席
前
進

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
力
を
大
い
に
発
揮
し
、
公
約
を

実
現
し
、
都
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
が
届
く
都
政
・

都
議
会
に
し
て
い
く
た
め
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
自
然
災
害
や
食
糧
不
足
な
ど
、
気
候
変
動
の
影
響

は
、
世
界
規
模
で
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
に
お
い

　
２
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
す
べ
て
の
都
民
に
及
び
、
社
会
経
済
活
動
の

変
化
も
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
都
議
会
自
民
党
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

都
の
医
療
、
検
査
体
制
の
拡
充
を
着
実
に
構
築
し
て

き
ま
し
た
。
感
染
症
対
応
の
中
心
と
な
る
区
の
保
健

所
に
は
都
の
職
員
を
派
遣
し
、
都
が
所
管
す
る
多
摩

地
域
の
保
健
所
に
は
患
者
情
報
を
市
町
村
の
求
め
に

応
じ
て
共
有
し
、
自
宅
療
養
者
へ
の
き
め
細
か
な
支

援
を
実
施
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
そ
う
し
た
経
験
を
活
か
し
て
、
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
順
調
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
区

市
町
村
の
取
組
を
補
完
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
対
策
に
臨

ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
で
大
き
な
影
響
を

受
け
た
飲
食
や
観
光
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
者
や
関
連
業

者
が
新
た
な
事
業
展
開
や
活
力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

努
め
ま
す
。
子
供
達
に
は
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校

で
の
感
染
防
止
対
策
を
支
援
し
な
が
ら
、
学
び
の
場

を
維
持
し
ま
す
。
長
期
の
自
粛
で
介
護
予
防
が
困
難

に
な
っ
て
い
た
高
齢
者
に
は
、
地
域
の
中
で
孤
立
し

な
い
よ
う
区
市
町
村
と
共
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
リ
パ
ラ
大
会
を
開
催
し
た
都

市
と
し
て
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
共
に
楽
し
め
る
機
会
を
作
り
ま
す
。

　
今
年
も
都
民
一
人
一
人
の
声
を
大
切
に
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
活
力
あ
る
東
京
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、

共
に
助
け
合
え
る
温
か
い
都
市
東
京
を
目
指
し
ま
す
。

　
昨
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

決
意
新
た
に
　
都
民
の
た
め
に

全
力
で
働
き
ま
す 幹

事
長

 
小
宮 
あ
ん
り

東
京
都
議
会

自
由
民
主
党

チ
ー
ム
力
で
皆
様
の
声
を
届
け

突
破
力
あ
る
都
政
の
実
現
へ
！

幹
事
長東

村 

邦
浩

都
議
会
公
明
党

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動

の
両
立
を
め
ざ
し
ま
す

幹
事
長

 

増
子 

ひ
ろ
き

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

東
京
都
議
団

19
議
席
・
都
議
会
野
党
第
一
党
の

力
を
生
か
し
て
が
ん
ば
り
ま
す

ム
ダ
を
な
く
し
「
人
」
に
手
厚
く

暖
か
い
都
政
の
実
現
目
指
す

幹
事
長

 

和
泉 

な
お
み

日
本
共
産
党

東
京
都
議
会
議
員
団

幹
事
長

 

西
沢 

け
い
た

東
京
都
議
会

立
憲
民
主
党
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会
派
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会
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今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

　都議会ホームページやメールマガジン（都
議会 e-News）等でお知らせいたします。

　委員会は、本会議に先立って議案の審査などを行う議会の内部機関です。
　都の行政は広範多岐にわたり、かつ細分化・専門化しています。このことに対応し、審議の
徹底を図り、能率的な議事運営を期するため、都議会では条例により、次の委員会を設置して
います。

常　任　委　員　会
　常設されている委員会で、付
託された議案や請願・陳情を審
査します。また、所管する事項
について調査を行います。現在
は、条例によって９つの常任委
員会が設置されており、議員は
このうちどれか1つに所属して
います。

特　別　委　員　会
　必要に応じて、特定の事件を
審査するため本会議の議決によ
り、臨時に設置される委員会で
す。予算の審査を目的とする予
算特別委員会や、決算を審査す
るための各会計及び公営企業会
計の 2つの決算特別委員会は、
毎年設置されるのが通例となっ
ています。

議 会 運 営 委 員 会
　各会派の代表者などで構成さ
れており、議会の運営方法など
について協議しています。

委員会名 所　管　局

総　　　務
政策企画局、都民安全推進本部、総務局、
デジタルサービス局、人事委員会、選挙管
理委員会、監査委員

財　　　政 財務局、主税局、会計管理局、収用委員会

文　　　教 生活文化局、オリンピック・パラリンピック
準備局、教育委員会

都 市 整 備 都市整備局、住宅政策本部

厚　　　生 福祉保健局、病院経営本部

経済・港湾 産業労働局、中央卸売市場、港湾局、労働委員会

環境・建設 環境局、建設局

公 営 企 業 交通局、水道局、下水道局

警察・消防 公安委員会（警視庁）、東京消防庁

「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは「常任委員会」「議会運営委員会」「特別委員会」とは

〈問い合わせ先〉都議会 広報課
☎（03）5320－7124

テレビ番組のお知らせ
都議会提供

　新年に当たり、議長・副議長が、都政の課題
や今年の抱負などについて、ゲストを交えて語
ります。

テレビ東京（地デジ７ch）
輝く東京を目指して !

～東京都議会議長・副議長にきく～
1 月 4 日（火）10：00 〜10：25

令和４年 第1回定例会の予定

〈問い合わせ先〉 都議会 広報課
☎（03）5320－7126

都議会e-Newsのご案内
　メールマガジン「都議会e-News」は、
定例会の開会予定や「都議会だより」の発
行案内、都議会提供テレビ番組のお知らせ
などの最新情報をお送りしています。
　配信を希望される方は、都議会ホームペ
ージから登録できます。

１月４日～２月28日【募集期間】
①�送り先住所・氏名を記載した返信用封筒（長3：120ミリ×235ミリ）を５枚準備し、その
うち４枚に84円切手を、残り１枚に94円切手を貼ってください。
②①のとおり準備した封筒５枚を一つの封筒に入れて、下記申込先へお送りください。
　※２部以上希望される場合は、下記へお問い合わせください。

【申込方法】

５月上旬、７月下旬、11月上旬、令和５年１月上旬、１月下旬【郵送予定時期】
（申込先・問い合わせ先）〒 163-8001 新宿区西新宿２－８－１
　　　　　　　　　　　　都議会 広報課 ☎ (03)5320－7126

　「都議会だより」は年５回発行しており、新聞折り込みで配布するほか、都の施設や区市町
村の窓口、図書館、都営地下鉄駅構内、公共機関窓口などにも置いてあります。また、都議会
ホームページでもご覧になれます。
　上記方法で入手困難な方のために、令和４年４月から１年間「都議会だより」を郵送でお届
けする定期読者を募集いたします。募集期間や申込方法等は次のとおりです。

「都議会だより」配布場所と定期読者募集のお知らせ

東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

 

33
人

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会 

東
京
都
議
団

 

31
人

都
議
会
公
明
党

 

23
人

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

 

19
人

東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党

 

15
人

無
所
属
（
東
京
み
ら
い
）

 

１
人

無
所
属
（
東
京
維
新
の
会
）

 

１
人

無
所
属
（
地
域
政
党　
自
由
を
守
る
会
） 

１
人

無
所
属
（
グ
リ
ー
ン
な
東
京
）

 

１
人

無
所
属
（
都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

 

１
人

●
定
数
１
２
７
人
／
現
員
１
２
６
人

（
令
和
３
年
11
月
22
日
現
在
）

会会
派派
等等
構構
成成
のの
変変
更更

　
令
和
３
年
11
月
22
日
付
け
で
、
木
下
ふ
み
こ
議

員（
板
橋
区
選
出・無
所
属（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
東
京
））

が
地
方
自
治
法
第
１
２
６
条
た
だ
し
書
き
の
規
定

に
よ
り
辞
職
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
付
け
で
無

所
属
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
東
京
）
が
解
散
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
会
派
等
構
成
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

木
下
ふ
み
こ
議
員
が
辞
職


